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町
政
功
労
者
を
表
彰

本
田
監
査
委
員
ら
十
名
が
受
賞

昭

和

．瓦

卜

匕

印

度

の

町

た

彰

式

が

ト

ー
川

四

‥‥
‥
、

町

公

民

館

で

什

わ

れ

た

．

今

年

は

、

功

方

４

彰

と

し

て

、

ｔ

轟

ｌ

ａ

を

災

く

助

め

て

い

る

夲

Ⅲ

占

助

さ

ん

、

幸

校

教

材

に

と

高

額

寄

附

を

し

た

中

山

降

さ

ん

ら

六

名

が

々

賞

、

淬

行

‘μ

彰

は

、

納

睨

叶

蓄

組

合

長

の

占

川

弥

占

さ

人

と

人

命

救

助

を

し

た

女

孫

．ｒ

渭

さ

人

外

一
一
Ｘ

に

贈

ら

れ

た

、

女

孫

．ｒ

さ

ん

ら

は

円

目
三

日

に

観

Ｈ

心
い
沼

で

溺

れ

た

幼

児

を

助

け

た

も

の

で

あ

る

．．

町

延

暦

の

た

め

、

そ

れ

ぞ

れ

の

分

町

で

尽

勾

さ

れ

て

き

た

受

賞

者

．
人

．
人

に

佐

鱗

町

長

か

ら

人

彰

状

と

記

念

品

が

鴎

ら

れ

、

功

績

が

た

た

え

ら

れ

た

、．

受

賞

右

の

背

さ

ん

に

は

、

今

後

も

引

き

続

き

国

‥
｝、
町

発

展

に

ご

心
ヽ
力

く

だ

さ

る

よ

う

む

卯

い

し

た

い

も

の

で

あ

る

．

々
賞
者
は
次
の
と
む
り
｛

敬
称
略

’一

功
労
表
彰

▽
本
田
吉
助
｛

監
ａ

委
ｎ

・
六
卜

礎

｝

▽
大
沼
啓
一
そ

消
防
川
０
・
．た
い

．
歳

）

▽
安
藤
正
一
う

消
助
川
口
・
瓦
卜
．
．政
一

▽
井
砂
研
モ

町

Ｑ

ｎ

・
四

卜
じ
歳
一

▽
佐
藤
軒
一
こ
町

幟

り
・
叫
卜
九
礎

．】

▽
中
山

隆
７
巓
寄
附
者
・
瓦
ト
ヒ
歳

｝

善
行
表
彰

▽

吉

川

弥

吉
｛

枋
呎

樊

扛

・

六

卜

’．
政

一

▽

安

孫

子

漓

７
ﾐ

 一

卜
‐
べ

歳

｝

▽

羽

根

悛

匸

人

政

教

助

・

．
．．
卜

川

政

）

▽

八

毒

忠

藍

一

人

命

政

助

・

．
．
．
卜

川

歳

‐‐

Ａ晴れの受賞者の瞥さん

樋口弥太郎さんに勲五等双光旭日章

～
塩
販
売
事
業
と
消
防
活
動
に
貢
献
～

菊

薫

る

卜

「

川

三

日

。

秋

の

叙

勲

に

哂

口

弥

人

郎

さ

ん

（

大

町

北

・

ヒ

ト

こ

歳

）

が

勲

屁

叭
’
収

光

旭

日

び

を

口

・
’

り
し

ま

し

た

。

樋

川

さ

ん

は

、

福

島

県

塩

販

売

迚

｀
‥

会

副

会

疫

と

し

て

、

叫

光

公

社

の

事

業

協

心

と

、

町

消

防

川

長

と

廴

で

永

犀

に

わ

た

り

。

町

の

消

防

沾

鉤

に

つ

く

さ

れ

た

功

績

に

よ

る

も

の

で

Ｉ

。

昭

和

卜

年

ト

ー
Ｈ

．
日

藤

…
……
町

消

防

岨

消

防

Ｆ

を

拝

命

は

木

四

卜

七

年

間

、

職

肖

の

ぶ

さ

を

自

覚

し

、

乱

に

研

さ

ん

努

力

を

惜

’
ｉ

ず

、

。な

幀

さ

れ

る

消

防

と

し

て

職

μ

を

遂

行

し

て

き

ま

し

た

。

警

防

川

、

加

防

団

し

部

団

、

町

消

防

川

と

机

織

の

推

移

を

休

９

・
≒

昭

和

四

６

年

国

兇

町

消

防

団

長

に

就

任

し

て

口
石

吸
畠
な
消
防
体
験
を
活

か
し
て
、

．ｒ

防
柚
防
の
推

進
と
、
施
ａ

の
り
崗
拡

允
に
努
力
Ｉ
Ｉ）て

い
！
実

そ
の
ほ
か
、
町
防
犯
協
会
の
副
会
長

と
し
て
、
占
少
乍
の
健
貨
。η
成

と
地
域

汕
落
、
家
庭
と
の
辿
絡
協
調
の

た
め

。

防
犯
連
絡
所
の
ａ
ａ

、
斥
叺
の
明

る
い

祭
典
の
実
現
な
ど
、
労
を
垪
し
ま
ｒ

吐

会
話
鉤
を
Ｉ阡
っ
て

い
ま
す

。

哂
凵
さ
ん
は

コ

」の
よ
う
な
栄
あ

る

叙
勲
を
受
び
し
た
こ
と
は
、
川
０

は
も

と
よ

り
、
町
の
み
な
さ
ま
の
む
蔭
で

ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も

な
お
‐‐‐
層
の
川

道
を
心
掛
け
、
生

き
て

い
る
限
り
、
忠

実
に
参
仕
活
動
を
柚
な

。
て
い
き
た
い

と
巴

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
ご

と
珸
っ
て
い
ま
し
た

。

▲喜びの樋口さんご夫妻



佐
藤
孝
之
君
に
知
事
賞

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で

統
・μ
に
川
心
を
外

ご

も
・
ら
・
む
う
と

Ｍ

鳥
県

が
‥毋
￥

た
咆
し
て

い
る
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
フ
ー
し
に
、
べ
’
弟
町
内
申

了

咬
の
児
碵
Ｉ
ト
几
べ

が
出
品
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
う
ち
ト
ヒ
人

が
四
．白
卜
几

占一

の
応
邨
作
‥
’

の
中

か
ら
人
き
す
る
と
い

う
叫
か
し

い
戉
呎
を
ｙ

ぼ
ま
・
’ｙ
だ

』

し
か
も
、
小
冫

咬
低
ふ
吊
の
部
門
で

は
、
小
収
力

．年
の
佐
藤
予
之
君

が
卜

．
フ
の
矧
事
賞
．
鳥
．了
吊
の
部
門
で

は
、

価
川
や
円
陬
の
城
川
山
肌
さ
ん
が
県
れ

白
長
酋
、
川
た
乍
の
よ
哇
’ｊ
さ
ん
が
県

統
丿
鵬
勁
艮
賞
と

い
っ
た
Ｌ
位
．．
ぼ

ま

で
の
賞
を
噪
円
す
る
ｙ

派

ご
内
容
で
し

た
．．

卜

り

．
卜

川

、

哨

賀

川

市

え

北

セ

ン

タ

ー

ぐ

川

か

れ

た

ぶ

．
．
．
卜

．
．
川

の

県

統

計

人

余

の

席

Ｌ

で

二

ぺ

に

賞

状

と

記

冫

晶

が

授

リ

さ

れ

ま

し

た
　

特

に

．「

ひ

ま

わ

り

が

た

ね

に

な

る

ま

で

」

を

出

‥
皿
し

勾

嘔

賞

を

肖

だ

ぞ

之

れ

に

は

、

友

川

副

知

剌

か

ら

心

接

Ｆ

渡

さ

れ

、

余

川

い

．

ば

い
の

出

席

‘’ｕ

か

ら

万

も

の

拍

Ｌ

が
一
乃

ら

れ

て

い

ま

し

た

．

な

む

で

Ｙ

隍

賞

と

し

て

も

小

収

小

．’ｒ

皎

が

僭

元

咬

賞

、

藤

川

小

．
’ｒ

咬

が

呉

助

皎

八

を

々

け

ま

し

た

日

ご

ろ

の

畆

た

ら

の

身

の

回

り

の

鉤

き

を

統

丿

的

に

と

ら
・・
气

戝（

ぽ

的

に

グ

ラ

フ

で

人

現

し

．

な

々

に

訴

え

る

の

が

統
詞
グ
’ソ
ツ
で
ｒ
　

ぜ
ひ
、
べ
弟
も
ど

．
冫
ド

ー心
郛

し
て

く
だ
さ

い

人
賞
占
は
次
の
と
む
り
で
１

小

。・
’
咬

低

。‐ｒ
吊

の

部

◆

川

か

音

佐

藤

孝

之

．’
屮

坂

宍

．
吊

一

◆

町

力

音
　

曳

地

晴

美
一
．
卜
縢

川

す

．
．
年

一一

鑓

水

由

美

一
同
　

．
．
．
乍

一

小

．・
’
皎

鳥

．
．£
小

の

部

◆

教

育

長

賁

城

田

由

里

・
．
４

川

小

円

弟

｝

◆

は
一
会

八

竹

平

桂

子
｛

同
　

八

吊

’・

◆

仕

作

鴨

田

番

織

・
’
｛

小

坂

小

六

ｆ

｝

阿

部

正

行
｛

藤

川

小

四

吊

｝

舟

山

恵

昊

子

一
回

四

年

一・

佐

久

間

真

理

子

ぷ

叫
四

弟

‐一

◆

努

心

六
　

高

原

敏

子

’
小

坂

小

六

年

一

小

出

ち

か

子

一【

同

四

年

】

佐

藤

い

ず

み
（

川

四

年

）

青

木

亜

希

子

ｉ

川

小

明

年
一

佐

藤

克

彦
｛

同
　

か

弔
一

飯

塚

佳

織
｛

同
　

べ

吊

｝

平

加

代
（

同
　

六

乍

）

阿

部

浩

征

］
同
　

六

年

】

ふ知事賞を受けた孝之君の作品

県北中、駅伝大会で健闘

郡
で
優
勝
、
県
大
会
で
第
九
位

昭

和

ハ

ト

ヒ

年

度

伊

達

郡

中

陣

迚

の

駅

伝

競

多

人

会

で

県

北

中

Ａ

チ

“

ム

が

叨

．優

吟

こ

れ

は

、

九

日

．ニ
ト

Ｈ

、

伊

達

町

の

阿

武

ぷ

畔

の

サ

イ

ク

リ

ン

グ

ロ

ー

ド

か
に
コ

ー

ス

に

取

り

、

ぺ

中

一
Ｔ

咬

か

ら

出

場

し

た

廴

ニ

チ

ー

ム

で

覇

を

競

・
ご

’・
人

会

・

泣

敵

の

梁

川

中

手
－

ム

の

六

嶮

破

を

は

ぱ

ん

で

の

栄
・
冠

だ

．け

に

ぶ
’

ぴ

は

人

き

い
．・

し

か

も

、

八

区

川

の

う

ら
Ｉａ

．Ｋ

川

で

最

高

記

録

を

出

す

兒

心
″
な

心

績

だ
几

．
だ

．ｙ

．
．
卜

こ

午

口

吻

算

タ

イ

ム

は

、

１

時

間

Ｍ

分

割

眇

．

ト

リ

．
卜

．
．
凵

に

は

、

西

郷

村

で

川

か

れ

た

県

人

余

に

、

伊

達

郡

代

人

と

し

て

出

場

．

そ

こ

で

も

ス

ト

ハ

の

強

豪

チ

ー

ム

中

砥

九

什

に
・
ぺ

る

健

闘

ぷ

り

を

示
　

前

任

地

の

粱

川

中

で

強

い

チ

ー

ム

を

斤

て

、

．
一
年

目

の

県

北

中

で

は

ぺ
’
川

の

成

績

を

も

た

ら

し

た

指

導

者

の

池

川

光

雄

尤

生

は

「

ら
Ｌ
匯

に

っ

ぷ

が

そ

ろ

Ｊ

た

い

い

チ

ー

ム

た
ろ

た

．

県

人

会

は

朷

出

場

な

の

で

中

位

に

入

れ

れ

ば

い

い

と
ｍ
气

で

い

た

の

が

。
へ
／
ま

で

の

郡

代

み

川

Ｌ

の

成

績

を

残

せ

て

う

れ

し

い

」

气`

珸

っ

て

い

た

。

出

川

選

Ｆ

は

次

の
　

と

む

り

で

あ

る

。

▽

高

野

輝

男

▽

山

川
　

徹

∇

処

村

剛

男

▽

陥
　

村

政

史

▽

国

分

政

勝

▽

松

浦

弘

夸

▽

佐

職

公

産

▽

斎

藤

皿

‐‐

｛

は

上

一
Ｊ
．
年

乍

｝
　

▽

鳥

峰

透

▽

佐

藤

昭
　

湿

｛

以

上

二

年

生

｝

▲池田先生と出場メンバー

▲友田副知事から賞状を受ける孝之君



ａ,完成した新棟

▲待合室も広々と

Ａ手術室も新しく

公立藤田総合病院
～増改築事業が完成～

昭

和
五

１１
六

年

十
一
弓
こ

６
一一
一

ド 
ｶ

三

総

合

袂

肺

こ

弯
ぶ
一
に
｀
弔
‐
旻

ご
．
卜
．し
ぱ

と

无

叺

冫
に
．
一哂
．匡

び
Ｊ

嘔
．―
　

蚕

新

こ

叺

哂

唇

９

ご

満
．入
　

．否
・つ
1
2
は
脳

菘

経

夕

し

こ

開
設

ら

と
医

や

シ

ジ
テ

Ｌ

む

一
段

と

旡

芙

－
殺
心

増

簗
１‐
哂

ま
　

六

千

匹

十

】
丁

弓

び
て

四

階

建

の

千

啖

ご
現

収
．哇

の
一
町
匸

死

威

し

こ
．

一
　

一

冠

丿

外

采

川 口

蚕

一
二
　

四

旧

だ

陝
．・を
て

あ
る

、
豕

で
　

ぶ

築
面

哂

七
一
こ

二
白
一
二
十

一
Ｔ

万

び

を

苡
え
　

眄
合

蚕
　

叉

町
　

事

柞

蚕
　

医

療

吟

叭

蚕

ご
.１

々

と

ぶ

築

き
ｒ
．
に

搴

旻
ｎ

ぶ
　

気

心

吟
『

ら
．こ
今

食
・
め
町
一
一

ｊ

’
一
億
石
で
・
Ｆ
‐
．ら

匸

次
『
ぐ

厂
口
こ
応
旡

や
は

り
十
‥
こ
％

７
.
十
五

億
『

い
　き
　可
　【

　灯
金

還

元
融

資

、

眤
六

干

四

邑

こ

円

づ
一
ぷ
蚤

補

助

金

．

残

昭
和
五
十
八
年
成
人
者

来
年
一
月
十
五
日
に
成
人
式

米
年
一
月
十
五
日

の
「
成
人
の
日
」

に
は
町
の
成
人
式
が
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
す
。

対
象
者
は
。
昭
和
三
十
七
吊
四
月
二

目
か
ら
三
卜
八
年
四

り
一
日
ま
で
に
乍

ま

れ
た
方
で
、
町
内
在
住
者
で
す
。
た

だ
≒

４

望
す
れ
ば
当
町
出
身
の
町
外

在
住
者
で
も
参
川
で
き
ま
す
。
ｙ

め
に

教
宵
番
Ｕ
会

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

需

。
二

一

ヤ

。
月
六
日
現
在
の
。よ
疋
者
は
次
の

と
お
り
で
す

。。
氏
名
に
讃
り
や
記
載
も

れ
が
あ
れ
ば
教
斤
昏
Ｕ
会

ま
で

お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

・

藤
田
地
区
6
7
名
（
屶
詞

’
夊
胞
）

叶

山

富
士
男

秦
　
　

研

治

谷

津

光

昭

最

ｈ

唯
　
．

卵

木

俊

之

叫

川
　
　

勤

武

川

俥
　
．

哨

Ⅲ

寛

昌

佐

藤
　
　

誥

佐

’賺

武

徳

安

達

政

浩

洪

Ⅲ

四日

心

鳥

鳴
　
一
　
弘

宍

戸
　
祐
　
‐１

一
二

瓶

雅

敏

菅

野

川

二

弔

野

勇
　
一

身

山

広

基

工

木
　
　

淳

鈴

木

俊
　
一

筏

藤
　
　

実

市

川

博

之

八
　
μ
　
　

久

加

藤

岬

之

宍

。尸
　
骭

夫

阿

糾
　
　

勉

澁

谷

將

信

宍

．″

μ

が

鳥

橋

洋

孝

渡

辺
　
　

徹

松

浦

敏

．ｒ

高

橋

祐

子

阿

部

档

ｆ

佐

藤

噸

．Ｌ

齏

雌

山
気
ｆ

野

村

治

羮

山

川

恭

ｆ

松

浦

和

Ｆ

阿

部
　
今

枝

本

村

明

美

陀

藤

久
葵
Ｆ

本

間

忠

’ｒ

松

浦

ミ
　
ョ

山
　
川
　
ゆ
か
り

野

村

ｙ

苗

横

山

久
美
ｆ

鈴

木

軟

子

石

川

好

範

赤

城
　
　

斉

膏

原

叺

火

木

付

寛

吁

内

池

道

代

佐

藤

満
山
焚

佐

藤

光

代

凶

分

園

ｆ

安

藤

ひ
と
み

黒

岩

ゆ
り
ｆ

佐

藤

政
代
Ｆ

舟

山

存

奬

蓚

川

印日

ｆ

富

永

泌

ｆ

奈

藤

山
葵
ｆ

菊

地

美
Ｗ
Ｆ

谷

津

忠

ｆ

八
　
巻

？

詰

八
　
卷

川

美

佐
久
間

恵
知
ｆ

・

小
坂
地
区
1
2

名
｛
ｍ
ｗ
９
・
夊
３
｝

山

川

勇
　
一

朽

木

雅

彦

紺

町

や

誰

瀬

．り
　
良

大

片

ず

達

也

若

生

敏

江

鵬

川

篩

行

斎

藤
　
　

淳

横

山
　
　

浩

斷

付

存

喇

枩

蘰

ゆ
り
Ｆ

長

尾

弘

淌



Ｆ
最
新
の
医
療
機
械
、
脳
血
瞥
撮
影
装
置

ますます充実

り

六

吻

八

二

八

己

Ｆ

‐
に
Ｉ
１

万

一

鰉

則

冲

だ

．

』．

７

１

’Υ

Υ

し

八

い

．て

・
い
り

爭
‐

砧

ぷ

↓
‥

十

叺

・・
兄

巳

ご

匸

・

ｒ

・
ｔ
‐
　

’…

…

‘
一
ｆ｝一
ｊ
”

’
↑
］
乙卜
　

呼

ご
’－「
．‐

‘
仙

冫
‐」
’ｆ

卜

べ

』
乱

貶

鱸

や

・
ｌ
．
ｇ

‐
Ｊ
‐

‐

ぞ

４

二

眤

匸

ら

つ

こ
　

泌

町

界

柚

巴

力

で

聞

隍

ｋ

一
元

’．
る

．

手

ご
　

’Ｔ

肓

吊

巾

コ

ン

ビ

’

．－

タ

ー

ど

Ｍ

独

芯

・
悩

皿

菅

㈲

影

‐
装

芯
　

千

コ

．
懸

薬

八

手

巾

用

齡

ぷ

張

シ

「

ご

Ｔ

‐‐
凵

こ

レ

ー－
√
.

‐
.
2
　

椢

内

の

Ｉ叺

院

て

七

び

勁

↑‥り

．
‥・
假

Ｆ

‐

‐
7
.

‐

仏

心

吟

町

七

沍

・
ヅ

Ａ

ｎ

う

か

ご

匸

の

よ

う

匸

死

冥

し
　

吟

陌

を

咼

め

ご

公

こ

藤

田

巧

合

一
哂

耳

尽
　

芯

頏

民

や

の

回

卜

手

’
一
匚

ヤ

ご
Ｉ

Ｉ’‘
ｊ

ｙ

ｇ
‐
‘’
さ

Ｉ
’≒

一
７

り

卜

．

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
全
身
の
断
層
を
撮
影
す

る
県
内
で
も
数
少
な
い
装
置
（
上
）

映

像
は
隣
室
の
テ

レ
ビ
で

『
右
』

・

森
江
野
地
区
2
7
名

一
男
９
・
な
1
8一

ぺ
　
を

昭
　
．

佐
久
川

卍
　
川

村

Ｌ

隆

之

菊

地

叩
　
．

φ

藤

心

良

人

波

恵

笂

人

波

宋

英

佐

藤

十

’Ｌ

実

心

．．杣
．Ｌ

作

４

山
１
．卜

大

津

宏

．卜

佐

藤

夊

’Ｌ

池

片

由
紀
’Ｌ

‥戉

葎

靖

．ｒ

瞳

藤

占
　

鵬

・
气
　

を

に

詞

作

藤

克
　

成

心

藤
　
‐ｔ
‥
　
昭

佐
久
間

弘
　

灸

吋

卜

み

ら
え

三
の
輪

巾

・Ｐ

実

沢

祐

．卜

佐
久
間

罍

．卜

吉

………

育

．卜

‐へ
　

を

坏

’ｙ

佐

藤
　

史

・
卜

酒

片

和

．Ｌ

・

大
木
戸
地
区
2
0
名
「
ｍ
″
1
2・
夊
旦

昿

闘
　
　

進

八
　
島
　
　
冫

松

浦

政

光

筏

４
　
義

弘

陛

蒔

忠

１

岡

田

ぶ

齔

占
　
川

隆

昭

谷

津

ほ
　
李

佐

藤

山

吐

松

油

純

’Ｌ

以

浦

茂

‘卜

佐

藤

由
西
伺

述

藤

久
　
’卜

ぶ
　
　

穴
…

拑

人

波
　
　

洋

松

浦

節

．卜

松

浦

Ｆ

代

人

ぷ

似

忠

祐

沛

ｎ

政

行

津

弘

行

・

大
枝
地
区

８
名

ヽ
叫
５
・
な
３
｝

鈴

泰

洋
　
．

卵

泰

弘

川

鈴

木

秀

ｆ

佐

４

恵
笑
’Ｌ

松

浦

萸

・
．

卵

も
　
　

ｉ

４Ｉ
　
友

！
　

・

‥ｌ

ｈ
　

仙
　

・

古

………
　
ま
ゆ
み

合
計
1
3
4
名
（
1
6
9・
攵
９

成
人
式
の
服
装
は

質
素
に
し
ま
し
ょ
う

一

見
町
新
生
活
遭
動
推
進
委
員
会

ご

と
ば

」
は
、
時

と
と
も
に
変
る
生

き
も
の
だ
『
、
本
末
．

ひ
と
っ
の
．ひ
味
を

時

っ
こ
と
ぱ
が
虹
川

さ
れ
、
あ
る
い
は

以
川
も
さ
れ
、
い
ろ

ん
な
使
わ
れ
方
を

す
る
よ
う
に
な
る
．．

た
だ
、
そ
れ
に
は

長
い
時
川

が
か
か
っ

て
い
る
．
虎
一
？
一
と

ば
の
よ
う
に
、
む
や
み

に
つ
く
ら
れ
た

の
で
は
か
な
わ
な
リ

次
の
洌
は
鳩
近

よ
く
便
わ
れ
る
も
の
『

耳
障
り
で
あ
る
。

●
兒
れ
る
／
ａ

れ
る
／
令
然

き
れ

い
／

美
し
い
で
十
／
荷
を
川

け
る
ま

い
／
あ

の
癶
は
恥
ま
い
／
乱
の
お
け
る
店
で
豪

し
く
／
失
敗
す
る
叫
能
性
／
流
れ

に
さ

お
さ
す
．Ｑ
什
漠
／
役
不
足
で
も

努
力
し

て
追
い
つ
く
／

デ
″
ド
ロ

″
ク
に
喩
り

ｈ

ぼ

る

／

凡

へ

″

ド

の

紋

出

／

フ

リ

ー

の

富

は

む

断

わ

り

／

有

し

り
ゅ
５
き
人

い

Ｉ
‘・

り
ａ
丶

無

／

従

三

化

／

出

納

４

。Ｘ
ｒ
‐

ｌ
ｌ

卜
っ
　

祠

亠
う
か
１

り

き
り
．
Ｉ
Ｉ

／

釶

足

／

木

日

／

裏

封

家

／

相

秘

●

最

険

に

。「

砧

婚

は

人

雀

の

傴

場

」

は

『

恋

愛

力

蓊

場

』

の

以

川

だ

が

、

誤

川

の

万

が

説

吋

力

が

あ

る

の

で

は

？

こ

と

ば



杖の全国火災予防運勧11
月268 －12月２日

昭
和
五
十
七
年

秋
期
全
国
火
災
予
防
運
動

『
火
の
用
心
・

心
で
用
心
・
目
で
用
心
』

●
実
施
間
川

昭

和

・

　
Ｉ

　コ

　
と
　一

　
１

一

日
り

ニ

ト

六

日

か

ら

昭

和

瓦

十

ヒ

年

十

一

汀

．
一

日

ま

で

●
Ｌ

叫

福
か
県
・
国
ｕ
’町

・
伊
達
地
力

消
防

組
ａ

・
国
‥
｀
町
消
防
団

国
の
進
学
ロ
ー
ン
の

ご
案
内

．Ｅ
几
卜

八

年

佃

に

逃

十

さ

れ

る

む

。ｒ

ほ

を

お

持

ち

の

み

に

お

す

す

め

い

た

し

ま

す

。
●
ご
利
川
い
た
だ
け
る
力

鳥
咬

．
鳥
山
Ｊ
’
短
人

・
人
学

ｉ
叩
修

学
咬
な

ど
に
進
十
す

る
生
徒
の
父
兄

で
年
収
人
六
〇
〇
万
円
以
内
の
方

｛
嘔
業
所
川
矜
の
力
は
四
四
〇
万
川

以
内

｝

●
ご
融
資
加

一

進
幸
丹
あ
た
り
五
4
.
万
円
以
内

●

融

’
Ｍ
刈

川

辿
学
す

る
学
校
の
峰
業
年
限
以
内

（

最
艮
四
年

）

ご
冷
望

に
よ
り
こ
れ
ら
の
關
川
内
で

。
年
以
内
の
据
置
き
も
で
き
ま
す
。

●
利
平

年
八
・
四
％
以
内

●
傑
証
人
　
一
名
以
上

●
返
済
力
法

Ｍ
り
兀
利
均
冷
返
済

ご
硲
９

に
よ
り

ボ
ー
ナ
ス
Ｈ

二

川

ヒ
Ｈ

）
川
額
返
済
も
併
川
で
き
ま
す
。

●
お
収
扱
川
川

丘
十
ヒ
嶇
十

．
日
り
！
丘
卜
八
年
四
Ｈ

●
取
扱
窓
口

国
Ｋ
金
融
公
川
・
銀
行

川
…吁
銀
行
・
口
川
金
庫
・
労
働
金
川

・

農
協
・

奈

詳

し

い

こ

と

は

閥

民

金

融

公

川

福

島

女

店

霤

○

乙

四

．た

Ｉ

．
．
、
．
．－

―

、
．
．
川

．

一
融

資

Ⅲ

談

係

）

に

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

．．

Ｆ

Ｔ

Ｖ

ジ
ュ
ニ
ア
オ

ー
ケ

ス
ト
ラ

演
奏
会

Ｆ
Ｔ
Ｖ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

十

↓
川
二
十
三
1
.
1（
火
）
に
Ｉじ
な
お
れ

ま
す
。
ご
鑑
賞

く
だ
さ

い
。

●
刈
日

ト

ー
り

．卜
．二
川
（
火

）
勤
労
心
謝

の
Ｈ

Ｔ
前
卜

．
時
か
．わ
り

．時
．．．

卜
分
ま
で

●
川
所

国
兇
町
休
む
館

●
ｋ
催

川
‥ｙ
、町
教
町

番
Ｕ
会

・
福
島
テ
レ
ビ

あの人この人

60
=きのこ作りの名人

菊地光二さん

塚野口字沢 15 ( 51歳 ）

『

き

の

こ

飢

そ

の

も

の

は

本

来

地

下

の

歐

外

な

の

で

す

．

縦

仙

に

張

り

め

ぐ

ら

さ

れ

た

菌

’ｒ

の

良

し

．恋

し

で

、
き

の

こ

の

出

家

共
（

口
が

遠

い

ま

す

．

よ

い

き

の

こ

を

穫

る

に

は

、

き

の

こ

に

な

る

前

の

管

巴

が

い

ち

ぱ

ん

人

切

で

す

）

．

去

る

十

目

．
‘
．
卜

．
川

福

鳥

県

林

業

試

験

川

で

行

わ

れ

た

第

、
．
．
卜

．
回

橘

鳥

県

き

の

こ

品

評

会

『

ひ

ら

だ

け

の

部

』

で

昨

弟

．

今

年

と

．
．
乍

連

碗

林

野

庁

長

官

賞

に

輝

い

た

菊

地

さ

ん

の

．．Ｊ‥
葉

で

あ

る

．

昭
和
四
卜
こ
年
頃
だ
っ
た
。
労
力
配

分
の
関
係
で

い
ま
ま
で
や
っ

て
い
た
瓷

蚕

を
や
め
た
の
で
ひ
ら
た
け
の
栽
培
丹

と
竚
引

き
で
、
桑
の
木
の
吸

条
と
、
抜

い
た
桑

陳
を
輪
切
り
に
し
て
揃
え

た
ホ

ダ
木
に
閑
ｆ
を
植
え
た
。

何
し
ろ
今
か
ら
卜
瓦
年
も
前
の
こ
と
で
、

作
っ
て

い
る
人
も
な
く
、
秋
に
な
っ
て

一
斉

に
出
て
米
た
き
の
こ
を
兄
で
、
一

瞬
パ
惑

い
を
感
じ
た
と
い
う
。

当
時
は
一
般
的
に
い
っ
て
、
農
業
封

心‥
に
も
確
と
し
た
指
針
も
な
く
、
摸
索

の
時
代
で
あ
っ
た
。
販

路
も
一
定
せ
ず
、

ま
た
政

べ
る
方
も
き
ま
っ
た
料
理
方
法

を
知
ら
な

い
の
で
。
販
売

に
は
随
分
と

苦
労
を
す
る
。
ｆ

ず
る
顏
ず
る
で
阪
Ｍ

を
広
げ
、
そ
の
か
い
あ
っ
て
現
在
で
は

高
速
道
廾
－

ビ
ス
エ
リ
ヤ
を
始
め
と
し

て
、
遠

く
は
郡
山
の
９
光

ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
る
。

「
原
木
栽
培
か
ら
オ
ガ
ク
ズ
栽
培
に

切
り
竹
え
た
時
の
こ
と
で
す
。
ｆ
引
―

を
も
と
に
配
合
。
消
一

、
碵
蘭
と
一
定

の
ｆ

噸
を
踏

ん
で
、
五
月

に
伏
せ
込
人

だ
の
で
す
が
、
兇
事
に
失
敗
で

や
は
り
時

期
が
悪
か
っ
た
ん
で
す
ね

」
。

そ
れ
以
来
雑
菌
の
繁
殖
す
る
節
を
ず

ら
し
。
寒

の
二

月
頃
に
岫
蘭
す

る
よ
う

に
し
た
。
農
閑
朗
の
こ
と
で
も
あ

る
し

愁
々
と
没
頭
で

き
る
の
で
、
仕

事
の
配

分
も
う
ま
く
ゆ
く
。

現
存
の
悩
み
は
、
紙
襄
外
の
不

振
の

た
め
。
オ
ガ
ク
ズ
を
集
め
る
の
に
苦
労

す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
針
葉
樹
の
オ
ガ

ク
ズ

は
駐
日

、
必
ず
広
葉
樹
で
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
も
っ
と
も
適
す
る
川
材

は
、
川
の
く
る
み
、
や
な
ぎ
、
ポ
プ
ラ

な
ど
、
近
く
に
専
門
の
チ

″
プ
1
1
窺
で

も
あ
る
と
助
か
る
が
、
今

は
遠
く
宕
Ｆ

県
の
オ
ガ
ク
ズ
業
者
か
ら
賈
人
れ
て
い
る
。

菊
地

さ
ん
の
農
業
経
営

は
、
Ⅲ
七
ト

ニ

ア
ー
ル
、
眺
畑
一
。一
十
ア

ー
ル
、
そ
れ

と
滅
Ｑ
し
た
川
園
に
作
っ
て

い
る
ひ
ら

た
け
栽
培
の
Ｉ．一
楝
複
合
経
営
で
あ
る
。

Ⅲ
閥
の

場
合

は
そ
れ
捏
手
川
も
か
か
ら

な
い
が
、
九
り
か
ら
出
始
め
る
ひ
ら
た

け
の
出
荷
時
間
に
は
、
ち
ょ
っ
と
油
断

を
す
る
と
人
き
く
な
り
過

ぎ
て
商
品
湎

叭
を

な
く
す
。
畔
川
給
で
近
所
の
人
の

パ
ー
ト
を
お
願

い
し
て
い
る
。

秋
枯

れ
の
Ⅲ
園
に
川

い
寒
冷
秒
を
張

っ
た
ト
ン
ネ
ル
（

ウ
ス
の
中

に
は
。
陣

笠
を
か
ぷ
っ
た
オ
モ
チ
ヤ
の
兵
隊
よ
ろ

し
く
、
雲
４
の
如
く
に
俳
り
生
え
る
ひ

ら
た
け
は
。
壮
観
で
す
ら
あ

る
。



受
付
中

１
県
民
手
帳
、
県
の
す
が
た
Ｉ

昭
和
瓦
卜
八
年
度
の
県
民
Ｆ
帳
・
県

の
す
が
た
な
ど
の
申
込
み
々
付
け
を
し

て

い
ま
す
。
残
部
わ
ず
か
で
す
。

？

め
に
企
画
Ｊ

へ
巾
込
み
く

だ
さ

い
。

◆
県
民
Ｆ
帳

’
統
計
資
料
け

き

二

百
瓦
ｔ
円

◆
県
の
す

が
た
｛

最
近
の
地
図
一
統
叶

グ
ラ
フ
ヒ
色
刷
匸

こ
．白
瓦
ｔ
川

◆
県
勢
要
覧
（
県
勢
が
ひ
と
め
で

わ
か

る
資
外

）
’Ｐ
．こ
百
円

官
民
地
の
立
入
り
に
つ

い
て

日
本
電
信
心
謡
公
社
で
は
、
国
兒
町

令
域
の
電
話
哇
、
支
線
建
設
の
た
め
に

官
、
払
仔
地
に
夊
人
り
糾
査
、
測
量
、

吭
打
ち
を
行
な
い
ま
す
。
ご
協
力
噺
い

ま
す
。、

●
測
は
区

域

国
兇
町
令
峨

●
測
皿
’ｒ

定
川
間

昭
和
五
卜
七
年
十

一
日
八
日
か
ら

昭
和
五
卜
八
年
二
月
二
十
六
Ｈ
ま
で

●
地
絡
先

福
島
市
山
下

町
五

番
十
‥″

橘
島
心
訊
通
信
部
線
蝿
設
計
課

霤
（
○
二
四
五

）
一
↓ニ

ー
七
五
ニ

ー

善

意

の

窓

今
町
福
祉
協
膿
会
に

◆
佐
久
川
弘
さ

ん
（
夲
町

）
か
ら
、．
．万

川
Ｉ
故
清
さ
ん
の
ご
遺
心

◆
占
内
清
行
さ
ん
｛
宮
北

｝
か
ら
．
’．万

円
Ｉ
故
消
作

さ
ん
の

ご
遺
心

◆
古
川
栄
一

さ
ん

秀
ｆ
さ
ん
（
人
町
北
一

か
ら
．二
万
円
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

新
婚

旅
行
の
小
団

い
の
巾
か
ら

◆
県
北
中
幸
校
牛
徒
会

か
ら
卜
．
．
万
八

千
四
百
十
五
円
－

文
化
祭
バ
ザ
ー
い
｀

金

と
量
の
小
箱
寄

附
金

夸
県
北
中
学
校
に

◆

古

内

消

‥
ぽ

さ

ん

（

宮

北

）

か

ら

一

万

円

－

故

消

作

さ

ん

の

ご

遺

心

◆

高

橋

芳

男

さ

ん

一
本

町

）

か

ら

県

北

中

学

校

私

人

ス

リ

″

パ
ａ

尼

◆

佐

久

川

弘

さ

ん

一

泰

町

’一

か

ら

．・
．
万

円

Ｉ

故

消

さ

ん

の

ご

遺

志

今
藤
田
小
学
校
に

◆
佐
久
間
弘

さ
ん
（
本
町
）
か
ら
．．一
万

円
－

故
消
さ
ん
の
ご
通
心

◆
古
内
哨
行

さ
ん
｛
宮
北

｝
か
ら
‐１
び

円
¶
故
消
作

さ
ん
の
ご
遺
志

令
藤
田
幼
稚
園
に

◆
安
藤
良
一
さ
ん
｛
前
1
1
1｝
か
ら
Ｉ
．万

円
－

故
叔
父
徳
四
郎
さ
ん
の
ご
遺
心

◆
佐
久
川
弘

さ
ん

一
本
町
）
か
ら
．．万
　

川
１
故
消

さ
ん
の
ご
遺
志

命
藤
田
保
育
所
に

◆
佐
久
川
弘

さ
ん

一
本
町
一

か
ら
．．万
　

川
‐

故
川

さ
ん
の
ご
地
志

夸
町
公
民
館
に

◆
佐
久
川
弘

さ
ん
（
本
町
）
か
ら
．一
万

円

Ｉ
故
吋

さ
ん
の
ご
遺
志

令
高
齢
者
敵

室
（
明
治
学
級
》
に

◆
古
内
済
行

さ
ん

’｛
呂
北

｝
か
ら
一
万

円

―
故
消
作
さ
ん
の
ご
遺
志

滷,社会福祉にと佐藤生徒会長から渡部助役に

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
　
　
　
　

四

期

西
恨
堰
土
地
改
良
区
費
　
　

後

期

伊
達
西
部
土
地
改
良
区
費
　

後

期

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室1 東・ 人11からお入りF さい）

時 間 ： ９時 ～12 畤

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。腿密は絶対に守ります。

[ 相談員]

111125（卜 承） 曳地　謄作・簗瀬 貞 湊‘-12
月利l 囗;） 佐久間 絅・佐藤マサイ12
月15日（水） 晒ll　 弘・朝内 ひで

国
税
だ
よ
り

Ｏ
青
色
申
告
で

正
し
い配

帳
を

商
売

な
ど
を
し
て
い
る
人
は
、
自
分

の
所
得
を
卍
価
に
計
罧

ず
る
た
め
に
、

晦
日

の
取
引
を
き
ち
ん
と
紀
帳
し
て
お

く
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ

の
た
め
、
き
ち
ん
と
帳
簿
を
つ
け

正

確
な
所
得
や
脱
額
を
計
算
し
て
申
告

す
る
４
色
中
告
者
は
。
所
俳
の
計
算
上

い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ

る
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
も
々
色
申
告
で
正
し

い
記
帳

歳

時

記

枯

野
か
れ
の

草
が
砧
れ
、
虫

の
音
も
絶
え
た
冬
の

野
は
し
ょ
う
じ
ょ
う
た
る
眺
め
で
あ
る
。

枯
野
の
景
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
海
沿

い
の

野
、
白
々
と
街

道
の
つ
ら
な
る
野
、
ま

た
、
雨

の
枯
野
。
夕
づ
く
柚
野
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
き

が
あ
る
。

旅
に
病
で
夢
は
枯
野
を
か
け
匍
る
　

芭
熊

大
と
こ
の
糞
ひ
り

や
　１－

か
な

蕪
付

拈
野
に
て
悲
歌
奏
で
い
づ
宣
伝
嗔

移
公
ｒ

こ　　　よ　　　み

11月　霜月（しもつき）

19日　慶協記念日

21日　寄生虫予防運助始まる

23日　勤労感謝の日・小雪

26日　火災予防迦動始まる

28日　税関記念日

12月　師走（しわす）

１日　満　月

４日　人権週間

７日　大 雪

８日　こと納め．針供養

10日　世界人権デー



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

（公) 26

（有)  56

チ ー ム

続制覇

駅伝競争大会

十

一
月
七
日

、
畳
天
の
も
と
第
六
回

町

内
一
周
駅
伝
競
争

が
中
学
校
ニ
ヂ
ー

ム
を
含
む
十
三
チ

ー
ム
に
よ
っ

て
、
覇

を
競
っ
た

午
前
九
眄
開
会
．
大
会
長
（
敦
育
長
）

の

あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
町
長
、
玉

手
昭

吊
文
教
厚
生
委
員
長
の
祝
辞
が
あ
り
『

続
い
て
前
年
優
勝
の
小
坂
チ
ー
ム
代
衷

Ａよし　やったる.夕（一斉スタート）

▼開会式

▲パパが早く来ないかな

運
動
会
に
宝
袋

1
.川
卜
凵

に
什
な
わ
れ
た
高
齢
者
と

婦
人
運
釣
会

に
町
商
ｒ

食
婦
人
部
か
ら

毎
年
宝
ｗ

が
協
賛
さ
れ
て

い
ま
す
。

迎
鉤
会
で
は
、
鳥
齢
者
の
皆
さ
ん
も

楽
し
み

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
で

す
『
。

へ
’￥

も

。
心
心
に
か
え

り
宝
ひ
ろ

い

を
や
り
ま
し
た
「
、

▲どちらがいいかな

文
化
団
体
紹
介

手
芸
ク
ラ
ブ

払
達
の
ク
ラ
ブ
は
、
町
民
幸
校
の
Ｆ

’・″
教
室
よ
り
一

継

い
で
鵬
成
し
た
も
の

で
す
．

会

り
は
、
現
在
卜
‐‐
乙
．

学
習
凵
は
、
‥毋
月
一

こ
．
ぷ
四
上
曜

冖

の
Ｔ
浚
．
．
時
か
ら
四
時
之
と
な
っ
て

い
ま
す
．、

峨
り｛
‥敷

や
、
持
物
．
洋
服
の
余
り
布

淬
を
刊
川
し
て
作
製
し
て

い
ま
す
．

小
さ
な
よ
う

じ
入
れ
か
ら
贈
り
物
と

し
て
人
好
評

の
テ

．
″

シ
ユ
入
れ
．
人

き
な
旅
杓
バ

″
‐７
や
（

ン
ド
バ

″
ク
類

ｙ
．
時
川
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
み

ん
な
で

夢
中

に
な
っ
て
や

っ
て

い
ま
す

．

出
衣
Ｌ

が
っ
た
畤
の
嬉
し
さ
は
作

っ

た
人
で
な
９

れ
ば
分
か
ら
な
い
充
実
感

が
あ
り
ま
す
．

作
品
は
、
交
化
祭

に
出
晶
し
て
お
り

ま
十
．

鳥
橋
不
一
Ｔ

先
生
の
親
切
な
指
啄
の

お
か
げ
で
み
ん
な
楽
し
く
袋
拘
づ
く
り

に
張
切
っ
て
い
ま
す
。

攵
の
人
な
・
气

ど
な
た

に
で
も
出
来

る
楽
し
み
の
あ
る
ク
ラ

ブ
で
す
。

よ
ろ

し
け
れ
ば
、
学
習
凵

に
公
瓜
綰

迄
む
気
軽

に
お
こ
し
く
だ
さ

い
、

私
達
の

ク
ラ
ブ
は
、
お
勤
め
の
方
た

ら
の
こ

と
も
丹
え
て
ｋ

曜
日
の
Ｔ
険
と

し
て
い
ま
す
。

Ｆ
芸

ク
ラ
ブ
会

妊

破
辺
テ
ル
’い」



小坂

３年連
町内一周

澱
戸
良
夫
遮
手
の
力
強
い
選
手
宣
誓
．

午
前
十
時
三
十
分
、
町
長
の
号
砲
一
発

で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
．

収
穫
の
終
っ
た
町
内
二
三
・
一
㎞
の

コ
ー
ス
を
各
チ
ー
ム
健
脚
を
竸
っ
た
．

沿
道
に
は
、
多
数
の
町
民
の
方
が
出

て
さ
か
ん
に
声
援
を
お
く
っ
て
い
た
．

一
般
の
部

○
優

勝
　
小
坂
テ
ー
ム

１
叫
間
2
2分
5
1杪

ｏ

凖
優
膊

石
け
Ⅲ
チ
ー
ム

ー
時
川
2
3分
2
2秒

○
第
．
．．位

滝
川
チ
ー
ム

１
時
川
2
4分
1
6秒

○
第
四
位

人
木
．り
Ａ
チ
ー
ム

県
北
中
の
部

○
優

勝

県
北
中
Ａ
チ
ー
ム

１
吟
川
2
1分
1
7秒

区
間
賞

．
区

佐
藤

武
穂
（
石
け
Ⅲ

）

・
．．区

野
村

仲

．
（

滝

川
一

．．
．区

菊
地

正

道
（
石
け
川

）

四
区

鴨
………

Ｍ
…
一
｛
小

坂

｝

瓦
区

熊
坂

听‥
男
｛
小

坂

｝

瓦
区

秦
　

裕
悛
｛
源
宗
山

｝

六
区

鳥
鳴

ｅ

尢
｛
沌

川

｝

Ｌ
Ｋ

菊
地

μ

仲
（
石
け
川

）

八
区

安
藤

Ｇ
男
（
小

坂

）

九
区

後
雌
７
志
男
〔
小

坂

〕

卜
Ｋ

瀬
戸
　

良
人
｛

小

収
｝

４

栄
光
の
ゴ
ー
ル
に

▲
あ
と
は
頼
む
ぜ
夕・

,●ひ たすら走 る

案
内
コ

ー
ナ
ー

生
活
文
化
講
演
会

国
兒
町
籾
生
活
運
動
推
進
委
ｎ

会
で

は
、
地
力
の
生
活
文
化

一
峨
習
一

の
移

り
変
わ
り
を
。
伊
達
町
箱
崎
柚
巌
々

仕

暇
石
玲
祐
澄
旡
生
の
講
演
を
’Ｐ

定
し
て

お
り
ま
す
。

日
時

ト

ー
Ｈ
ニ

ト
六
日

Ｔ

隍
一
時
．ニ
ト
分

川
所

同

兒
町
公
民
館

桑
し

い
む
謡
し
が
聞
か
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
せ
の
う
え
お
こ

し

く
だ
さ
い
。

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

愛
好
会
誕
生

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
教
窒
卒
業
生
に
よ
り

愛
好
会
が
宛
足
・
。

皆
さ
ん
も
、
体
力
づ
く
り
．
健
康
川

進
の
た
め
川
人
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
…
…

糾
習
日

は
ご
毋
日

‐‐‐
川
、
卜

．
囗
、

ニ
ヤ

‐１
Ｈ
の
二
回
．

時
川

は
．
午
筏

．
時
．．．卜
分
か
ら
公

瓜
館
前
の
広
増

．

会
費
は
．
年
細

．
瓦
○
○
川

人
会
を
冷
望

さ
れ
る
な
は
．
公
民
館

へ
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
．

役
（
り
は
次
の
万

々
で
す
．

会
長
佐
勝

卮
一
氏
．
糾
会

長
Ｅ
Ｆ
忠

一
氏
、
庶
務
阿
部
文
大
氏
、
佐
久
川

い

ち
氏
、
会
計
佐
藤
和
次
氏

図
書
寄
贈

山
崎
の
佐
久
川
勝
Ｆ

さ
人
か
ら
・
卜
叭

‥乂
川
に
と

・
と
う

さ
ん
の
Ｆ

”
外
円
ト

ー。一
冊

が
寄
附

さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
夲
は
。
さ
っ
そ
く
公
民
館
の
児

盾
回
皿
‥
と
し
て
活
Ⅲ
さ
れ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文

芸

欄

あ
つ
か
し
俳
句
会

父
母
の
忌
や
満
天
叭
の
紅
Ｓ
ま
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山
　
甲
。
。

草
は
実
に
壮
の
地
蔵
の
占
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山

雨
………

自
壁
の
兒
え
が
く
れ
し
て
柿
熟
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鱗
………

勝
衛

背
。り
畑
の
豆
夕
月
と
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
川
山
口

峨
吹
い
て
加
山
紅
葉
き
ら
き
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤

咆
仏

老
妻
の
し
ぐ
さ
細
や
か
秋
ざ
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哨
剛

泰
山

狄
の
天
牛
人
ば
さ
み
を
失
い
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
坂
　
き
よ

老
夫
婦
裏
に
数
珠
Ｋ
ｆ
し
て
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
川
は
る
。Ｐ

が
ぞ
え
つ
つ
八
居
く
ぐ
れ
ば
秋
の
峨
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
鳩

仙
ｆ

巾
蛙
晧
哽
に
宿
り
神
無
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤

山
水



青
少
年
健
全
育
成
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
役
場
訪
問

ト

ー
り

は
、
‘″
少
年
健
全
育
成
月
間

で
あ
る
。
ト

ー
Ｈ
四

口
、
健
全
育
成

に

十
分
収
り
組
み
皸

い
た
い
と
の

、
総
理

大
臣

お
よ
び
福
鳥
県
知
事
の
メ

。
セ

ー

ジ
を
待
っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
佐
藤
町

技
を
訪
問
し
た
。

菅
叶
恒
光

さ
ん
（
傑
原
町

）
か
ら
は

総
理
大
臣

の
、
人
槻
寛
ｆ

さ
ん
（
福
鳥

市

）
か
ら
は
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ａ

み
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
紂
し
、
佐
藤

町
長
は
、
『
非
行
防
止
に
と
ど
ま
ら
ず

。

将
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
槙

極
的
に
取

り
組
む
運
動
を
嬰
開
し
た
い
」

と
、
述
べ
た
。
菅
野
さ
ん
ら
は
、
こ
の

力
強

い
こ
と
ぱ
に
意
を
強
く
し
次
の
訪

問
先
に
向
っ
た
。

栄
光
の
絵
巻

－

東
日
本
駅
伝
競
走
－

収
北
新
幹
線
川
通
記
念
と
し
て
、
八

年

ぶ
り
に
復
活
し
た
第
一
一
卜
瓦
回
都
道

府
県
対
抗
朿
Ｈ
夲
縦
断
駅
伝

競
走
人
会

は
、
盛
岡
Ｉ
朿
京
間
六
〇
瓦

・
匕
キ
ロ

を
五
日
川
に
わ
た
り
、
栄
光

の
ゴ
ー
ル

凵
‥桁
し
て
健
脚
を
竸
い
ま
し
た
．

卜

．
川
．‘．目
に
、
盛
岡
駅
前
を
ス

タ

ー
ト
し
た
選
Ｆ
た
ち
は
、
一
路
．
も
み

じ
綾
な
才
み
ち
の
く
路
を
南
下

し
、
人

会
．．
．日
日
の
瓦
日
午
前
卜
時
円
卜
八
分

駅
伝

ド
ラ

マ
の
缸
役
た
ち
が
、
し
っ
か

り
と
福
鳥
の
ｋ
を
踏
み
し
め
ま
’
）
た
．

こ
の
川
は
、
あ

い
に
く
の
小
雨
襖
様
、

ど
ん
よ

り
と
し
た
寒
空
に
も
か
か
わ

ら

ず
艇
Ⅲ
中
畊
所
前
の
沿
適
に
は
．
数
．自

ぺ

の
フ
ァ
ン
が
お
し
か
け
、
Ｆ

に
手

に

小
凧
を
限
っ
て
出
迎
え
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

人
っ
て
く
る
走
者

に
併
し
み

な
い
拍
ｆ

を
む
く
っ
て
い
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
で
入
っ
て
き
た
夲
県
の
ド
咀

選
Ｆ

は
、
故
円
谷
遡
Ｆ

の
な
し
と
げ
た

と
い
う
八
人
抜

き
の
快
挙
を
な
し
と
げ

夲
県
勢
の
心
気
を
あ
げ
ま
し
た
。

▲健全育成を願って訪問

▲８年ぶりに復活した駅伝

戸籍の窓口
ｑ田丿受 付 ）

出生おめでとうございます
ｆ の 名　　 ａ･ｓ ａ　　　 郎藻

j;|　|‘-　寫|lj　 叭一一　人lf 北
和　IuI　抻 Ⅲ　 和哨　 肖　 東
奈i'lt一笑　MI 町　 隆 之　 第　 七

戉 彦　
滝|||　 進　 耕　 谷

占　 範　1; 哩　 正巳　 大　 収
條　 一　卵 木　 光耀　 大　 坂
裨　之　 羽 眼　 幹 銚　 富　 前
理　 忠　 後 藤　 幸 信　渊宗山 西
人　 樹　 小 石川 秀樹　 山　 Ⅲ
1旬|　災　 夲問　 実　 乱　 一
idﾐ　人　 八 巻　 隆 幸　 栲　ti

川　 萋　 砌･III鵬＋1月　 源宗111北

川　
Ｆ 佐 藤　 登　 綿　 町

・　 秋　 奈蕕　 松雄　 山　 很
まゆ み　 安 係子　i]ﾐ　 泉 Ⅲ 上

豊　 接庫　 邦産　 夲　 町
辰　 廸　 佐 藤　 辰 雄　 純゛町1･|

ご結婚おめでとうございます
氏　　　11　　　　 部 落

鳥　 町　 義　 広　　 ，r･s　収
夲　|||　美紀r･　　 福 鳥 小
火　 μ　11　 郎　　||| 崎･ 』ヽ舘
二lj;s‘ 禮　 』’･　　 福 鳥 市
占　 Ⅲ　 利　 扣　　 町　 朿

渡 邉 昭j ll　　 福 島111
女　 ざi　μ　 藏　　　| ご　 町
佐　 嘩　･11･淌f･　　 』|lj卩 県
仲 野 り: ・　　 泉ll l 中
千 一臆 邨f･　 齔I; 口i
占 川　 栄　 ・　　 人 町 北
細 野　 秀　j･･　　 橘 島 市
’,t 川　　 隆　　 保11;｛ 町
冫x　111　111　f　　 第1- ’.
･i 碵 ａ　 こ　　 ’I加 町
ti　 澤　 洋　j ’･　　 雌　 柳

おくやみ申し上げます
氏　　　g　　llS 匐　;IS 落

M 111　　 謇　 ６６ 泉 Ⅲ|･ ．
池　111 嘉/1:緯丿門　75 ‘肖 町 北

141久鬨　　i111　76　 夲　 町
菊 地　 イ　|･　66 娩1 一二
鈴　 木　 ミッ イ　　 稘l　川　 内

17　
夲 邦 外･17 山 崎 納

高　 譽　 謇次郎　8･1　 石 毋Ⅲ 東
占 内iIII 作　72 寓 町 北
山　｜】FI　J こ　57　 人　 収

人口 と 世 帯
11月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

凵

男5.911 人(  十 14 )

女6.2 人(  十 Ⅱ )

計貶 靆 69 人（＋25 ）

世帯数2,862 （ ＋2 〉

転 人35 人

転 出19 人

出 生18 人

死 亡 ９人

編

集

日

記

○
快

哨
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
今
年
も
文
化

祭
は
賑

わ
い
の
う
ち
に
終
り
を
つ
げ
た
。

出
品
さ
れ
た
作
品
は
、
幼
稚
園
か
ら
お

と
し
よ
り
ま
で
、
ど
れ
を
み
て
も
自
然

が
よ
く
観
察
さ
れ
て
い
て
。
い
ず
れ
も

兄
事
な
出
求
映
え
で
あ
っ
た
。

○
錦
繍
の
狄
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
今

を
盛
り
と
紅
葉

が
町
山
を
搾
め
つ
く
し

て

い
る
。
い
ま
ご
ろ
は
さ
ぞ
か
し
笹
し

め
じ
の
最
盛
川
だ
ろ
う
が
、
と
ん
と
山

野
を
散
一

す
る
贍
会
が
な

い
の
は
吸

念

な
こ
と
で

あ
る
。

０
わ
た
く
し
た
ち
は
、
家
や
会
社
の
窓

か
ら
毎
日
眺
め
つ
く
し
て
い
る
自
戝
は
、

た
と
え
絵
は
楠
け
な
く
て
も
、
目
を
閉

じ
る
と
、
そ
う
ゆ
う
景
色
が
あ
り
あ
り

と
ｍ－
い
浮

か
ぶ
の
に
驚
く
の
で
あ

る
。

０
た
ぶ
ん
細
か
い

と
こ
ろ
は
忘
れ
て
い

る

に
し
て
も
人
ざ
っ
ぱ
な
姿
か
た
ち
は

心
に
描
い
て
い
る
の
だ
。。
し
か
し
い
ま

目

を
閧
日
て
み
よ
・
乙

実
際
の
謗
色

が

鮮

や
か
に
呪
れ
。
心
が
わ
く
わ
く
す
る
。

Ｏ
い
つ
も
小
さ
な
ル
ー
ペ
を
ボ
ケ

″
卜

に
入
れ
で
少
く
こ
と
を
心
掛

け
て
み
よ

う
、
そ
れ
も
鏗
辿
の
レ
ン
ズ
で
な
く
俳

ぶ
卜

倍
ぐ
ら
い
の
も
の
が
よ
い
。

０
忙

し
い
紅
川
で
は
あ
る
が
、
野
辺

に

咲
く
あ
り
ふ
れ
た
忙
で
も
い
い
、
小
さ

な
昆
虫
で
も

い
い
、
凵
に
と
ま
る
も
の

を
静
か
に
レ
ン
ズ
を
透
し
て
Ｕ
‘て
み
よ

う

ご
っ
れ
し
く
な
る
こ
と
む
め
ず
ら
し

く
な
い
か
ら
。
　
　
　
　
　

Ｈ

茂
行
・

嶬
一

岡

見

町

企
湎

譚

福

鳥
県

伊
姐

託

国

見
町

大

事

蒔

田

字
一

丁

田

こ
２

ノ
ー

畢
九

六

九
－

一

七
ａ

郤

田

（

○
二

四

Ｋ

八
)
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